
１　要旨

　浸出水貯留量の増加に伴い、水処理施設内に新たに砂ろ過設備を設置（凝集膜ろ過設備に並列）

し、１０月１１日から２５０ｍ
３
／日の処理を行っています。

　１０月７日に、約１９，２００ｍ
３
（水処理貯留池約１７，０００ｍ

３
＋現場内かま場等への一時

貯留量約２，２００ｍ
３
）あった貯留量は、１１月４日現在で約１６，１００ｍ

３
（水処理貯留池

約１４，４００ｍ
３
+現場かま場等への一時貯留量約１，７００ｍ

３
）となっています（図１）。

２　砂ろ過設備の概要

（１）名称　　モバイルシフォンタンクMST-700（日本原料株式会社：神奈川県川崎市）

　　　※詳細「別紙１」参照

（２）仕様　  ①形状：全長2700mm×全幅1500mm×全高2200mm

　　　　　　　②処理能力：11.5m
3
/H（276m

3
/日）

〔現行処理量：約2m
3
/H（50m

3
/日）〕

　　  　　　　③ろ材：アンスラサイト（粒状に破砕した無煙炭）
 
及びろ過砂

 

（３）設置状況

砂ろ過設備の設置

　　図 １
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３　処理フロー

４　処理状況

　　水質モニタリングにより、放流水質が計画処理水質を下回っていることを確認しています。

（１）計器測定〔常時観測〕

　　①測定項目…SS、COD、pH、電気伝導度

　　②測定結果…「別紙２」のとおり

（２）現場簡易分析〔週１回〕

　　①測定項目…硝酸性窒素、アンモニア性窒素

　　②測定結果…「別紙２」のとおり

（３）公定法分析〔10/13採水〕

＿項目 ＿放流水

＿SS ＿＜1

＿COD ＿_21

＿pH ＿__7.6

＿全窒素 ＿_15

＿6.0～8.0

＿60以下

＿計画処理水質

＿10以下

＿90以下

図 ２
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aomoriken
タイプライターテキスト
（ 別紙１ ）

aomoriken
タイプライターテキスト





（ 別紙２ ）

　　 ※全窒素…公定法（月1回）
　　  　硝酸、ｱﾝﾓﾆｱ性窒素…現場簡易分析（週1回）
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